
 

 

急性脳症の発症と予後を決定する因子に関しての後方視的研究 

 

 

１．研究の対象 

 

熱性けいれん重積、または急性脳症を発症し、当院に過去（2017年~2023年）に入院

した患者様が対象となります。 

 

２．研究目的・方法 

 

小児の急性脳症は、熱性けいれん重積に引き続いて起きる意識障害から始まります。し

ばしば大脳の急激な浮腫や神経細胞死を来し、重大な後遺症を残します。どの患者様が

急性脳症を発症するのか、どのような治療が望ましいのかなど、今なお小児科診療での

大きな問題となっています。当院では、多くの患者様が熱性けいれん重積、あるいはそ

の後の意識障害を主訴に来院されます。そこで、急性脳症の発症や予後がどんな因子と

相関するかを検討するために、上記の臨床研究を開始しました。これは、患者様の過去

のカルテを参照して、様々な要因を予後良好例と予後不良例に分けて解析して、予後に

関与する因子を検討します。この検討により、急性期の検査、治療としてどんな選択が

好ましいか、後遺症に対するリハビリにどのような形式が有用であるかを明らかにしま

す。患者様の氏名などの個人情報は省いた形での臨床研究を予定していますので、個人

情報が外部に漏れることはありませんのでご安心ください。 

 

研究期間：倫理委員会承認後～2030年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 

当院にて過去（2017年~2023年）に当院に入院した熱性けいれん重積、または急性脳症の

既往を持つ患者様のカルテを参照して、急性脳症発症前の発達状況・てんかんなどの合併

症の有無、家族歴の有無、急性期の治療法の内容、発症直前の発達状況、発症後の発達状

況、リハビリ介入の形態、MRIの変化、介護レベルの推移などを比較し、予後良好例と予

後不良例に分けて単変量解析を実施し、さらに有意の項目については多変量解析を実施し

て、どんな因子が予後に関与するのかを検討します。 

 

４．お問い合わせ先 

 



 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代

理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申

出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

研究責任者：乾 健彦 

        宮城県立こども病院 神経科 部長 

        ＴＥＬ：022-391-5111 

 


